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第22回木材保存学術奨励賞
「難燃処理材の品質管理および屋外耐候性評価に関する研究」

髙瀨　椋（国立研究開発法人　森林研究・整備機構　森林総合研究所）

2020年3月　早稲田大学大学院博士課程修了。2017年4月より森林総合研究
所　テニュア型任期付研究員として，2020年4月より森林総合研究所　研
究員として所属し，現在に至る。

業　績　概　要

　木材に対する難燃薬剤の化学的作用は60年以上前から大きく変わっていませんが，処理材の品質管理に

ついては課題が多く残され，一時期は大臣認定仕様との不適合などが取り沙汰されたこともあります。ま

た難燃処理材の屋外使用は，薬剤の流失（溶脱）によって防火性能や美観が低下する懸念からハードルが

高い現状にあります。そこで以下の研究を進めてきました。

　1つ目は，処理材中における薬剤量のばらつきと防火性能の関係を明らかにしたものです。難燃薬剤の

分布を全数把握した試験体を用いた燃焼性試験，乾燥工程の工夫による薬剤分布の制御，加えて薬剤分布

の可視化技術の開発など新規性の高い取り組みの結果，薬剤量のばらつきが防火上問題になる条件を明ら

かにしました。

　2つ目は，外壁や外構部で使用される難燃処理・塗装材からの溶脱を促進耐候性試験中に再現する試み

です。屋外における含水率の年間変動を地道な測定によって把握するとともに，促進耐候性試験における

薬剤流失の促進度合いが塗料の種類ごとにばらつく要因を，吸湿速度の温度依存性から考察しました。こ

れらから促進耐候性試験時の初期含水率は，ある程度高い方が好ましいことなどの示唆を得ました。

今後の取り組み

　以上の業績から，難燃薬剤の溶脱をより良く予測評価する条件を導出できると考えています。このほか，

無処理材と難燃処理材の使い分けに関する工学的研究を進めることで，木材活用と防耐火性能の両立に貢

献していく所存です。
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